
『安全な町づくり』 

～安全な登下校を実現するには～  

 〈設計趣旨〉                       〈計画地〉 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

                                           

                                            

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈この設計案が及ぼす影響〉 
   ⅰ 車道を上下に分けることにより、すれ違いの問題を改善した。（道路幅不足の改善） 

   ⅱ ライトをこまめにつけることで、夜間の視界不良を改善した。 

   ⅲ 車道を上下に分離することで、交差点部での問題を改善した。 
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  交通整備の不備により、学生の登下校が脅かされ 

   ている。 

  これに対応して道路計画を再検しようと考えた。 

・・・北校地 

裏の路地 

〈計画地の現状〉 

〈問題点及び改善条件〉 

①交差点部での視界不良      ⇒        見通しの改善 

 

②夜間の視界不良           ⇒       明るさの改善 

 

③車両のすれ違いが危険      ⇒       道路の改善 

 

④交通量が多い            ⇒    交通システムの改善 
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〈設計案〉 

【鳥瞰図】 

【断面図】 

【入口・出口】 

【歩車分離】 

道路幅：4ｍ 

隠れたカーブミラー 

交差点・駐車場 

夜間の道路状況 


